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１ 推進地域の児童生徒の現状

【推進地域の児童生徒の状況】
・中学校への入学は枝幸小学校、目梨泊
小学校・岡島小学校（極小規模校）の
３校から
・小学校時代に不登校（傾向）で中学校
入学後も継続するケース
・小中連携を強化してきて、入学後に改
善したケース

２ 目標、目指す子ども像

全ての児童生徒が安心して教育を受けられる学校づくり
１ 所属感と自己有用感、達成感や成就感を高める学級経営と教育活動の展開
２ 児童生徒が不安や悩みを抱え込まないための力の育成
３ 児童生徒に寄り添い、支え、認める学校体制の強化

４ 不登校（傾向）児童生徒への学習保障と学級復帰への取組
５ 関係機関との連携・協働による不登校解消に向けた研究の推進

【みんなが安心できる学校づくりアンケート結果】（1回目）



３ 今年度の取組

【不登校対策連絡協議会組織図】

（１）事業推進体制の構築

【不登校対策連絡協議会 運営会議】（11名）
・枝幸町教育委員会（２名）課長・担当者 ・各校管理職（各校２名）
・教育相談コーディネーター（１名）

【不登校対策連絡協議会 担当者会議】（10名）
・枝幸町教育委員会（２名）課長補佐・担当者 ・各校教頭（４名）
・各校担当者（３名） ・教育相談コーディネーター（１名）

枝幸小学校 目梨泊小学校 岡島小学校枝幸中学校



３ 今年度の取組

【年間活動計画】

【加配教員の取組】

（１）事業推進体制の構築

不登校対策連絡協議会
（運営会議）

年３回 年間計画作成、授業視察、年間活動反省 等

不登校対策連絡協議会
（担当者会議）

年５回 年間計画確認、全国学力・学習状況調査結果分析交流、絆
づくりメッセージコンクールの取組、「ほっと」「アセ
ス」結果交流、小中学校連携研修、不登校児童生徒支援状
況交流、授業交流、どさんこ子ども地区会議参加 等

教育相談コーディネーターとして組
織的に取組を推進

「不登校支援ガイドブック」を
活用した校内研修実施

不登校対策連絡協議会において地域の
学校、関係機関との連携強化

校内教育支援センターの教室環境
整備、管理・運営

教育相談体制の整備と充実 子ども理解支援ツール「ほっと」
「アセス」の結果分析と改善策の提示

アセスメントツール「心と身体の
チェック」の取組と結果分析

「学校風土アンケート」の取組と
結果分析

事業成果の総括



３ 今年度の取組
（２）みんなが安心して学ぶことができる学校づくり

① 生徒の思いを客観的に分析するための「学校風土アンケート」の実施

② 「誰にとっても分かる授業づくり」のための校内研修の充実

③ 児童生徒の実態把握のための校内支援委員会の開催

※校内教育支援センター「飛躍の教室」の管理運営



３ 今年度の取組
（３）心のＳＯＳの早期発見・早期支援の充実

① 長期休業前後にアセスメントツール「心と身体のチェック」を実施

② 教育相談コーディネーターを中心とした教育相談体制の充実

③ 教職員研修の充実（枝幸町ゲートキーパー研修会への参加）



３ 今年度の取組

（４）アセスメントに基づく実効的なチーム支援体制の構築

① 月に１回、定例開催の生徒支援委員会で生徒の様子を共有

② 生徒支援委員会の情報をもとに、民生児童委員合同会議を開催

③ 月に１回、定期的にスクールカウンセラー訪問

※①～③の流れで、チーム学校として組織的な取組を推進



① 運営会議 （年３回）
→管理職中心

担当者会議（年５回）
→各校教頭と担当者

② 会議資料は事前にTeamsに
配信

③ 各学校を会場にした輪番開
催及び会議前に授業参観

※小学校の統廃合を見通した小小連携の強化

４ 取組のポイント

不登校対策連絡協議会のもち方

【統廃合の予定】



５ 成果と課題
各種調査結果等について①

項目２・３・４において上昇が見られた。
他の項目においても概ね良好である。

各種調査結果等について②

３年生の３項目において上昇が見られた。
全学年で「自己統制」が課題である。



５ 成果と課題
【成果】
① 各校が推進地域として自覚をもち、民生児童委員やSCとの連携を図った。
協議会で、積極的な情報交流を行い、推進地域における不登校児童生徒の正確な情報を確実に
把握することができたことにより、「新規不登校生徒数」の減少につながった。
★（参考）推進地域における不登校児童生徒数

R5：23人 R6：10人 R7：7人 （※新規不登校児童生徒数 ０人）
② 会場校を輪番にし、協議会開催と同時に、授業参観を実施したことにより、実際の児童生徒
の様子を共有し、引継ぎなどに活用することができた。
③ 昨年度よりも、年間の協議会の実施回数を減らしたが、内容を精選して取り組むことで同等
の効果があげられた。

【課題】
「みんが安心できる学校づくり」アンケートの結果において、「８ 学校が好きだ」と肯定
的に回答した割合が減少したことや、中核校において、新任・若手教員の割合が高いことから、
「魅力ある学校づくり」のため、授業の中における「生徒指導」の機能を意識した授業づくり
や、複雑化・多様化した課題を解決するためのチーム学校として機能する体制の構築に課題が
見られるため、教職員一人一人の資質能力の向上が必要である。



６ 次年度以降の取組に向けて

① 推進地域小学校の統廃合を見据え、より具体的な小小連携を推進すると
ともに、中学校との連携を強化する。

② 中核校として取組内容を精選し、効果的かつ持続可能な取組となるよう、
計画・運営を行う。

③ 教育支援センター等の外部機関との連携をより強めていく。


